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Câmara de Comércio e Indústria Japonesa no Brasil 

運輸サービス部会主催 

第一部：キーワードで解説する企業の「デジタル・トランスフォーメーション」 

第二部：経営視点から考える日本企業の情報セキュリティ 

第三部：IoT（Internet of Things：モノのインターネット）最新動向と導入事例 

 



What is digital transformation? 

安西 圭 
everis- an NTT DATA Company 



今後2年間の、経営課題トップ３を教えてください 

世界各国のCEOに聞いてみました。 
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*2017年3月、CEO388名を対象にGartner社にて調査。 
*「ガバナンス」はリスク及びコンプライアンスを含む。 

IT関連 
31% 





第2位「IT関連」の具体的な内訳 

Technology in general (21%) 

Digital, social, web, online (14%) 

Digital transformation (11%) 

Improvement in general (10%)  

Info, analytics, big data (8%)  

Cloud related (7%)  

Automation (7%)  

Cyber security (6%)  

IoT related (5%) 

Mobile and m-commerce (4%) 

E commerce (4%) 

Workforce productivity (1%) 

Digital marketing (1%) 

Multichannel (1%) 

*2017年3月、CEO388名を対象にGartner社にて調査。 



直近3年間、どのような分野への投資が増えましたか？ 

*2017年3月、CEO388名を対象にGartner社にて調査。 

Digital capabilities (69 – 75%) 

Digital capabilities (69%) Digital capabilities (75%) 

Digital capabilities   (63%) 

「デジタル」とは？ 



従来の「デジタル」 

「アナログ」に対する「デジタル」 

「０」「１」のデジタル 

いま言われている「デジタル」とは何か？ 



具体的 

抽象的 

*2017年3月、CEO388名を対象にGartner社にて調査。 

CEOが考える「デジタル」とは？ 

効率化 

ペーパーレス 
オンライン 

電子化 

データ・アナリティクス 

クラウド 

モバイル 

オートメーション IoT 

フィンテック 
ブロックチェーン 

イノベーション 



☑キーワードを確認しながら考えてみましょう。 



食欲・食べ物の嗜好について考えてみる 

☑ 友達・家族と一緒にお祝い 

☑ 食欲がないけど食べなければいけない 

☑ 残業で夕食が遅くなってしまった 

☑ 体調が悪いが栄養は必要 

☑ 海外旅行先でレストラン探し 

☑ 二日酔いの日の昼ごはん 

☑ 寒い日は温かい料理 

☑ 暑い日は冷えたビールとツマミ 

考えるのが面倒だ 



食欲・食べ物の嗜好について考えてみる 

データベース化 条件インプット 
過去データに基づき 
「食べたいもの」 
が分かる 

膨大なデータの 
入力が煩わしい 

条件とデータベースの 
マッチングが煩わしい 

インターネットに接続された 
センサーなどを活用し、 
データを自動で収集 

＋ ＝ 

人間に成り代わり、 
データの分析処理を行い 
最適な回答を導出 

IoT 
(Internet of Things) 

ビッグデータ 

人工知能 
（AI） 

データ 
アナリティクス 

食欲・食べ物の嗜好について考えてもらう 



IoT 
(Internet of Things) ビッグデータ 人工知能 

（AI） Ｘ Ｘ 

「デジタル」に不可欠な3大要素 



ビッグデータ 

「2次的活用により新たな価値を創出可能な情報」 

例：携帯電話を取り巻く様々な情報 

電話申し込み 

• 氏名 
• 年齢 
• 性別 
• 住所 
• 家族構成 
• 銀行口座 
• カード有無 
• サービス嗜好 
（データ・音声など） 

電話使用情報 

• 使用（通話）時間 
• 使用用途 
• 使用アプリ 

 

位置(GPS)情報 

• マーケティング情報 
• 都市計画データ 
• 防犯対策の拡充 
• パーソナルデータの潜在的 
可能性（銀行・電力） 

• 性別・年齢別の行動分析 
• 移動距離別消費性向 
• 時間帯別人口分布 
• 電車アプリとの連携 
• 天気情報とのクロス分析 



ビッグデータ 

例：交通データ分析 

定型 
データ 

非定型 
データ 

統計分析 

情報予測 

最適情報 

自動車 
センサー 

渋滞 
気象情報 

条件毎の過去情報 
を元にした渋滞予測 

最適ルート 

ビッグデータ 

インテリジェンス 
自動車・公共交通のあり方、 
「運転」の概念の変革 

ソーシャルメディアデータ 

自動運転 次世代公共交通 



ビッグデータ 

インターネット検索エンジン（条件に基づいた最適解の提案） 

製造ライン監視（未然故障防止→対策→改善） 

→ 

→ 

データ 
情報 インテリジェンス 

（戦略情報） 

インテリジェンスの自動収集（指示が不要）による、事業での活用 

アナリティクス 

アナリティクス 



人工知能 
（AI） 

AIの主な 
構成要素 

言語 
理解 

検索 

音声 
認識 

知識 

画像 
認識 

アシスタント 

●タスク型AI 
  「いま何時？」 
  「９時です」 
●感情型AI 
  「仕事大変だったなぁ」 
  「お疲れ様でした」 

瞬間翻訳 

話すと同時に、音声を認識し 
会話を異なる言語に翻訳 

自動運転 

画像認識により、車線や障害 
物を認識し、操作不要の運転 
を実現 

囲碁・将棋AI 

学習能力を備えた特化型AI 

＋  
ヒトとのインターフェース 

学習機能 



ディープラーニング 

人工知能 
（AI） 

AIの進化 

1960年代 
AIの初期ブーム 

2010年代 
AIの成長 

ビッグデータ 

通信の高速化 

コンピューターの高性能化 

ディープラーニング 

ディープラーニング 

人間の神経回路の仕組みを模した機
械学習のモデル（神経細胞に似た単
位でデータを受け取り、データを出力
する）で、従来、人間が設定していた
「特徴量」を機会が自動で判断する。 
 
例）顔認識 
 従来、「目の大きさ」「口の形」といっ
たデータを特徴量として設定したいた
が、ディープラーニングでは、顔写真を
読み込むだけで、自動的に特徴を割
り出せる。 



人工知能 
（AI） 

AIの進化 

1960年代 
AIの初期ブーム 

2010年代 
AIの成長 

2029年まで 
人間並みの 

汎用型AIができる 

2030年代 
人間の脳をコンピューター 

にコピーできる 

2045年 
AIは全人類の知能の約10億倍に 

全人類の知能を超えて 
AIが無限に進化 

2030~2040年 
日本人の就く仕事の49%は 

AIによって代替可能に 

シンギュラリティ論 
（レイ・カーツワイル） 

 
 
 
 
 
 



IoT 
(Internet  
of Things) 



IoT 
(Internet  
of Things) 

インターネット 

家電：AI x IoT 

冷蔵庫 
● センサーで食材の在庫状況を 
確認し、ネットで在庫の少ない 
商品を注文 

● 利用者のライフサイクルや嗜好を 
学習 

電子レンジ 
●口頭で食材を話すと、ネットから 
オススメ料理を提案し、調理 

●病気やアレルギーなどの情報を 
インプットすると適切な料理を 
提案 

 

テレビ 
● 利用者の嗜好に合わせて 
番組をオススメ。 

● センサーがテレビの前にいる人を 
検知し、好みに合わせた番組を 
映す 



ネットワーク速度 

2Gbps 

1Gbps 

1.5Mbps 
24Mbps 

200Mbps 

64Kbps 

2016 

10Gbps 

6TB 

12GB 160GB 
1TB 

4TB 

2.1GB 

3TB 

2016 

10TB 

CPU処理能力 

24.3GHz 

9.0GHz 4.4GHz 

13GHz 

31.5GHz 

2016 

81.0GHz 

1.4GHz 
 233MHz 

 

x 5,000 x 50,000 x 500 

データ・ストレージ 

ITを取り巻く環境の進化 



インターネットでは「1分間」で何が起きるか 

新しい広告：1,000万件 
ツイート：35万件 

アプリ：19万ダウンロード 

  410万検索 

  ビデオ：100時間アップロード 
   14万時間視聴 

  2.3万時間視聴 

  売上：13万ドル 

  記事：330万件 
  メッセージ：690万件 

モバイルトラフィック： 
2012→2017年で5倍 

インターネットに接続されたデバイスの数：
地球の人口の3倍 



IoT 
(Internet of  

Things) 

ビッグデータ 人工知能 
（AI） 

通信の高速化 

コンピューターの高性能化 

ディープラーニング 

パーソナルデータ 

ソーシャルメディア 

情報とインテリジェンス 

音声・画像認識 

言語理解 

シンギュラリティ論 

コンピューターの高性能化により 
保管・処理できるデータ量が激増。 
AI技術も進化し、膨大なデータ 
量から、必要となる「インテリ 
ジェンス」を抽出し、それらを元 
に次の「行動」に移す技術が 
飛躍的に進化・浸透。 

相互に接続された様々なデバイスが 
ヒトの指示(コマンド)を待つことなく、 
自動的に無数のデータを提供。 
インテリジェンスを抽出し、状況改善・ 
利便性向上・判断への活用に貢献。 

ネット接続デバイスの激増 



ヒトによるコマンドを必要としない自律的な世界 

「デジタル」の世界 

企業は、これまで効率化やコスト削減のためにIT化を進めた。 
 
 
 

今後は、差別化（＝売上拡大・事業の持続性確保）のために、 
 

「デジタル化」（＝デジタル・トランスフォーメーション） 
 

を加速させる必要がある。 



顧客向け・サービスの 
トランスフォーメーション 

企業内部・体制の 
トランスフォーメーション 

セキュリティ 

ビッグデータ IoT 

モバイル 

AI 
ロボティクス 

いかにしてデジタルなビジネスを 
デザインするか 

いかにしてデータから確保し 
インテリジェンスを抽出するか 




